
西条市総合計画等の見直しに向けた方向性

（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略と一体的に策定

・一体的な策定により、市の方向性の一元化と数値目標の効率的運用を図る。

【地方版総合戦略策定のための手引き（2015年1月内閣府発行）から抜粋】

総合計画等を見直す際に、見直し後の総合計画等において人口減少克服・地方創生という目的が明確であり、

数値目標や重要業績評価指標（KPI）が設定されるなど、地方版総合戦略としての内容を備えているような

場合には、総合計画等と総合戦略を一つのものとして策定することは可能であると考えられます。

（２）「文章重視」から「施策体系・指標体系重視」の計画策定作業に転換

・人材や予算が限られ、これまで以上に事業の選択と集中が求められている。

・より具体的に市の方向性と数値目標を示すよう体系化を図る。

（３）実施計画を中心とする予算編成作業のながれを構築

・総合計画を自治体経営の根幹として機能させていくことを目的に、総合計画実施計画と

予算編成作業との連動を図る。


